
アメリカ政府が米情報機関の国家安

全保障局（NSA）を使ってネット上の個

人情報にアクセスしている──先週、英

ガーディアン紙と米ワシントン・ポスト

紙がこのスクープを報じると、大きな衝

撃が走った。だが、事態はその後、さら

に異例の展開をみせている。このニュー

スのインパクトはあまりにも衝撃的であ

り、クラウドに対してマイナスのバイア

スが掛かったはずだ。

ネットワーク監視カメラのクラウド化。

結論から言えば、クラウドはアジアで

はほとんど普及していない。 日本でも

サービス提供している企業は散見される

が普及には程遠い。普及しない理由は至

極簡単である。実は、北米や欧洲におい

てもそのシェアは1%未満である。

日本やアジアでのローエンドからミド

ルマーケットでは、アナログが実質的に

80%近いシェア。本来、ホスティングサー

ビスとはインターネットとPCがあれば済

む話だが、監視カメラには取り付け工事が

発生する。工事業者は当然のように利益の

最大化を追求する、クラウドでは工事しか

収益にならない。よって、積極的にクラウ

ドを推奨しようとは簡単にいかない。さら

に、技術的にも本来のホスティングに使え

るような、接続が簡単な仕組みとならな

い。VPNの使用したクラウドは、あくまで

もプライベートクラウドの領域であり、

ローエンドでの利用でコスト面のメリッ

トは何も見いだせない。

そして、もっとも普及しない理由は、

得体の知れない企業に映像を預けるとは

とても思えないことだ。だらだらと書い

た内容はまるでクラウドに未来もなく、

悲観的に見えるかもしれないが、そんな

ことはない。

市場別にみた

監視映像のクラウド化に必要な条件

●ハイエンド・マーケット その1

政府系を含む単独重要施設など

まず、普及することはない。唯一の可

能性はプライベートクラウドだが、広域

ネットワーク費用がペイするようには思

えない。クラウドサービスでは、提供す

るサーバを仮想化することのメリットが

当然のようにアピールされるが、365日

ほとんど負荷変動しない監視カメラサー

バは、仮想化のメリットは大きいとは言

えない。仮想化のメリットは時間的に変

動する負荷を平準化して得られるメリッ

トだ。だが次に説明するビデオトリクリ

ングがこじあけるかもしれない。

●ハイエンド・マーケット　その2

分散店舗、施設の統合管理

このマーケットが最大のターゲット

となるだろう。全国に点在する店舗、施

設を本部で自由にアクセスして管理する

ためには必ず広域のネットワーク利用が

必須となる。 データセンタ以後DCは

バックボーン回線とセットでセールスさ

れている。施設を全て自前で用意して、

個別に広域ネットワークで統合する場

合、事前に品質を測定することは絶望的

だ。全て帯域保障の回線で構築する事は

コスト的にほとんど不可能だ。　

全国に分散している店舗はベストエ

フォート、センターはプライベートクラ

ウドで構築する場合、店舗施設の映像を

いかにロスなく取り込めるかがカギにな

る。また、分散店舗施設ではランニング

コストが発生する、サーバー環境を削除

できるかが鍵となる。

これを解決するキーワードがビデオ

トリクリングである。トリクリングとは

滴るという意味である。連続はしていな

いが滴っている水は行き着く所に行きつ

く。録画はカメラのSDメモリに記録し、

各種フィルタを通してビデオストリーム

をバッチ配信する。センターでビデオス

トリームを常時記録する、ネットワーク

の障害が発生した場合、その欠落部分の

みを自動的にバッチ転送する。この様な

テクノロジーが活用できればプライベー

トクラウドは大いに注目されるはずだ。

もっと大胆な考えは、変化のない画像を

録画しても意味はない、動体検知や画像

解析のイベントで記録された画像だけを

バッチ転送する、これならセンターサイ

ドでもベストエフォートで事足りる。

この様な、最先端の実装を実現してい

るVMSは意外に少ない。ジェネテック社

の OMNICASTとGSC OMNICASTは

主流なipカメラメーカAXIS、BOSCH、 

よくわかるIPネットワーク
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HIKVISION、Panasonic、SONY、

VideoIQ各社の製品とビデオトリクリン

グをサポートしている。

ミドルエンド・マーケット　その1

政府系を含む単独重要施設など。

もっとも期待している領域だが、状況

はハイエンドとほとんどど変らない。

ミドルエンド・マーケット　その2

分散店舗、施設の統合管理

ハイエンドで説明した通りである。さ

らにこの後説明するStratocastが大きな

潮目になるかもしれない。

ローエンド・マーケット

冒頭に書いたが、ほとんどがアナログ

のマーケットだ。しかし、もっとも市場

が大きく成長が期待できる領域だ。2016

年には40%弱がip化されると予測され

ている。では何が必須の条件か列記する。

1）  カメラの接続もPCで利用するホティ

ングサービスと同等の接続性を保証

できる。

2）  ビデオトリクリングのサポートが可

能。

3）  ビジネスモデルの転換、冒頭に工事業

者が利益の極大化を求める結果とし

て、NVRやサーバも同時にセールスす

ると書いたが、結果的には正しくな

い、確かに一時所得としての利益は確

保できるが、ローエンドの市場で収益

と言えるだけの保守料を払ってくれ

ることは稀だ。結果的に手離れが悪

く、収益の低下を招くだけではないだ

ろうか。それよりも、導入初期費用は

最少、ランニングコストに保守料は不

要ならユーザへの訴求力が強いはず

と思うのは私だけか。それが1カ月1カ

メラ1,500円程度なら。

4）   テータセンタの信頼性と知名度

ローエンド・マーケットでは簡単に直

ぐに使えて、何処からでもアクセスが

絶対の条件あり、そのサービスが圧倒

的な信頼に基づいていることが重要

である。 ww.stratocast.comにアク

セスしていただきたい。 

セキュリティ市場のクラウドで有望なのは

カメラだけではない

それは侵入検知を含むアクセスコン

トロールだ。アクセスコントロールはリ

アルタイム性が絶対のコントロールとな

る。クリティカルなコントロールは予測

不可能な遅延を許容しない。とするなら

ば、広域なネットワークを経由したクラ

ウドが成立するのか?

クリティカルな制御は組込OSによるデ

スクリートなコントローラが全てをコン

トロールする。そこで発生したイベント

データをクラウド側で受け取るが、データ

量はカメラからみると極小なのだ。

それを実現するのが、SMC Synergis 

Master Controllerだ。SMCは32台のドア

コントローラ（HID、Mercury）をRS-485

でリンクする。SMCはイーサネット上で

複数配置して大規模対応も実現する。

SMCはクラウドのサーバと切断され

ていても、ドア開閉、アンチパスバック、

インターロックなどをこなす。切断時に

できないことは、ビジターカードの新規

発行だけだ。

SMCはGSC Synergisで提供される

ソリューションである。GSC（Genetec 

Security Center）は映像管理、アクセス

コントロール、LPRを完全統合してい

る。プライベートクラウドでエンタープ

ライズがプラットフォームとして、GSC

を導入し企業が持つ資産のセキュリティ

を構築するための全てのリソースを提供

できる。そのプラットフォームは単にセ

キュリティだけではなく、企業利益を向

上させる様々なワークフロー向上とアイ

デアの具現化をサポートする。

クラウドの本質

残念ながら、ほとんどの日本企業が提

供するクラウドは場所貸しだ。単純に考

えると貸金庫みたいな発想だ。WEBサー

バを提供するDCまでもがクラウドと表

現している。

クラウドとは、本質的には運用を含め

たサービス提供の標準化とカスタマイズ

だ。それは巨大な仮想化したコンテナで

動作している。バックアップもシステム

全体はスケジューリングされるが、ユー

ザ個別のバックアップを取ることが不可

能か困難かだ。ある日突然全データを失

うことが有り得ないとは限らない。

1990年代まではデータはメインフ

レームに集中していた。それ以降、分散

システムが主流となり、 最近はビッグ

データといわれる集中型のイメージと時

代とともに変化している。しかし、企業

の根幹データを第三者に預けることは永

遠にないと私は思う。

弊社のホームページは正しくクラウド

言えるサービスだ。バックアップはデー

タだけでデザインは復元できない。しか

し、コストを考えるとそれは圧倒的なコ

ストパフォーマンスを提供してくれる。

従来のホスティングサービスの1/6以下

のコストだ。コンテンツ作成の手間まで

考えると数十分の一も大げさではない。

監視カメラや、アクセスコントロール

が真に普及するにはまた10年は必要か

もしれないし、ローエンドではあっとい

う間に普及するかもしれない。

次回は世界中からのトピック集めて

解説する。 

連載：市場慧眼
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